
 
 

 

 

  新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願

いいたします。さて、保護者の皆様におかれましては、昨年一年間

のお子様の成長はいかがだったでしょうか。おそらく、昨年一年間

で、お子様は大きく成長したことと思います。保護者の期待どおり

ではなかったかもしれませんが、確実に成長したはずです。 

 

  実は、学校での１時間の授業でも、それぞれの教員が、「期待する生徒の姿」をイメージして

授業づくりを行っています。授業後に生徒がどのような姿になってほしいかをイメージして、学習

内容や学習方法を考え、授業をしているのです。同じように、御家庭でも、「期待するお子様の

姿」をもち、そのために御家庭でしつけや指導をされていることと推察します。この「期待するお

子様（生徒）の姿」をイメージする際、とても重要なことがあります。それは、「現時点でのお子様

（生徒）の現状を知る」ということです。 

 

  このことは、私も教員に繰り返し伝えています。なぜならば、お子様の（生徒）現状を理解して

いないと、お子様（生徒）に無理な要求を行い、達成できないことで自己肯定感を下げてしまう

ことになりかねないからです。以前、私が担任のとき、事前に生徒に「自分のこと」として１６の質

問を行いました。例えば、「好きな食べ物はなんですか」などです。そして、学級懇談会で全く同

じ質問を保護者の方にも行いました。そして、お子様の答えと照らし合わせたのですが、答えが

なかなか合わず、保護者の方が「えー！？」とか「全然違う！」などと盛り上がっていました。（本

校ホームページに「自分のこと（１６の質問）」をアップしますので御家庭で御活用ください） 

 

  このことからも分かるとおり、お子様はどんどん成長し、変わっていきます。ですから、我々大人

がしっかりとお子様（生徒）の現状を理解していなければならないと強く感じます。 

  最後になりますが、保護者、地域の皆様には、引き続き様々な面で御協力をお願いするとは

存じますが、どうぞよろしくお願いいたします。 
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お子様のこと知っていますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年  

各学年の取組 ～魅力ある学校づくりに向けて～ 

   魅力ある学校づくりに向け、生徒にアンケートを取りました。「学校が楽しいですか」に

「はい」と答えた生徒は 81％でした。もう少し内訳を聞いてみると、「授業が楽しいです

か」（同）62％でした。問題を出し合ったり話し合い活動のように、みんなで取り組んだり

する方が学習へのやる気を高められるようです。「みんなで何かをすることが楽しい」

（同）87％でしたが、学習への意欲が高まるとさらに向上するかもしれません。一方、同じ

質問の 13％の「いいえ」には、集団の活動が苦手な生徒がいるかもしれないと推測し、

生徒一人一人が達成感を得られるような活動を考えていくこと必要があります。さらに、

「友達と過ごすことが楽しい」に「はい」と答えた生徒は 99％でした。安心してしまいがち

ですが、残りの１％を見過ごさない姿勢も忘れてはいけないと学年で確認しました。 

 

第２学年 

 第３学年 

 

  12 月１１日に防災「共助」に向けて行動宣言を作成しました。「荷物を運ぶなどして困

っている人を助ける。」「避難所の掃除やご飯を配るなどの手伝いをする。」「高齢者の肩

もみや小さい子供の面倒を見る。」「避難所の仕切りや簡易ベッド、簡易トイレを作る手伝

いをする。」などが挙がりました。 

  魅力ある学校づくりに向け、生徒にアンケートを取りました。肯定的に答えた生徒の割

合は、「学校が楽しい」86％、「ほっとしたり落ち着いたりすることがある」84％、「自分の

ことを認めてくれる仲間がいる」92％、「委員会や係活動に意欲的に取組めている」

95％、「学習や行事、校内の活動に自分から取り組んでいる」94％でした。修学旅行や

合唱コンクールの取組を通して集団意識が高まるとともに、授業に集中することができる

ようになってきたからではないかと考えられます。 

 3 学期は進路決定の重要な時期となります。1 月には推薦入試、2 月には一般入試が

行われます。体調に気を配り、目標達成に向けて取り組んでいます。 

 

  魅力ある学校づくりに向け、生徒にアンケートを取りました。 「学校が楽しい」と答えた

肯定的な生徒は 91％でした。その中でも「当てはまる」が 46％、「どちらかと言えば当て

はまる」が４５％でした。友達と過ごすことが楽しいと答えた肯定的な生徒は９９％でした。

「どちらかと言えば当てはまる」を「当てはまる」に変えるためには、学習面が課題です。

「授業が良く分かる」と答えた肯定的な生徒が７２％でした。また、内訳を分析すると、「忘

れ物をしない」に対し「はい」と答えられた生徒が４４％、「プリントの管理ができている」に

対し「はい」と答えられた生徒が３４％、家庭学習が週に１時間未満と答えた生徒が６０％

など課題も見られます。ふだんの授業準備、物の管理、家庭学習の定着などが必要です。

そのためには、学校と御家庭とが両輪となって、協力して進めていく必要があります。今後

とも本校の教育活動に多大なる御理解、御協力、御支援よろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  １２月１２日（木）に行われた避難訓練では、各学

級の各班で自助・共助・公助の「共助」についての

学習を行いました。これは、災害発生時に避難所と

なる福生二中で、「共助」標語を作成し、それを合

言葉として避難所での生活の注意事項や自分の

役割を理解し行動できる態度を育むことを目的とし

た取組です。全班から、「困っている人を積極的に

助けます」や「周りを見て行動し、重い荷物を運ぶな

どの力仕事をする」といった標語が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中学生の「税についての作文」 表彰者 

 東京納税貯蓄組合総連合会 会長賞  ３年 𫝆西 結愛 

 西多摩納税貯蓄組合連合会 特別賞  ３年 小林 久乃 

○部活動 

女子バレーボール部 多摩川流域バレーボール大会 優勝 

陸上部 東京都中学校体育連盟第８ブロック駅伝競走大会 男子の部 第７位 

女子の部 区間第８位 竹内  南 

男子の部 区間第９位 三ツ矢 瑛斗 

  １４日（火） いじめ防止サミット 

  ２０日（月） 振替休業日（第２学年） 

  ２４日（金） 第３回英検 

  ２７日（月） 都立推薦入試 

１月の主な予定 ※ 詳細は、配布済みの月行事予定表を御参照ください。 

体験型英語学習 ＴＧＧ 

  体験型英語学習 TGG の校外学習が１２月１７日

(火）に実施されました。イングリッシュスピーカーの

先生と英語の学習を行いました。買い物などのロー

ルプレイでは４人程度の小グループに１人の先生が

つくという英語学習に恵まれた環境でした。英語が

分からなくても何度もトライする、身振り手振りで伝え

ようとするその姿はたくましく見えました。今回は英語

を聞き、考え、話すという体験を通してコミュニケーシ

ョン力が磨かれたことでしょう。 

 

自助・共助・公助 

【二中生の活躍】 

 

１６日（木） スキー移動教室（第２学年） 

２３日（木） 防災教室（第１学年） 

２６日（日） 都立推薦入試 

３１日（金） 茶道体験教室（第２学年） 

          都立推薦入試 合格発表 


